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硫黄酸化物除去材
簡便な処理を施し、未利用アルミニウムドロスから実用的
材料を創出し、新規用途を開拓する

アルミニウムの需要は世界的に伸長すると期待されており、生産量の拡
大がはかられているが、アルミニウムの生産プロセスではドロスと呼ばれる副
産物の大量発生が避けられない。アルミ資源の効率的活用の観点からド
ロスは鉄鋼向けの副資材として活用されているが、鉄鋼向けとして品質が
満たないドロスの増加や鉄鋼副資材需要の低減により、ドロスの新たな用
途開発が切望されている。

本発明は、アルミニウムドロスの諸物性に着目し、未活用アルミニウムドロ
スの新たな用途を簡便な処理方法で見出した。具体的には、硫黄酸化
物除去材としての用途を提供する。未活用アルミニウムドロスの利用が促
進されることで、アルミニウム産業副産物リサイクルと有害ガス除去を同時
解決し、持続可能な社会の実現に貢献すると期待される。

概要

 硫黄酸化物除去材
 硫化水素除去材
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■SO2ガスの除去を確認
■市販材と遜色のない性能を発揮
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